
〈
中
心
〉
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
形
而
上
学
的
意
味
を
め
ぐ
っ
て

リ
ア
ナ
固

ト
ル
フ
ア
シ
ュ

序
　
　
文

　
今
日
の
宗
教
学
界
で
は
、
《
中
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
特
に
ミ
ル
チ
ェ
ア
・

エ
リ
ア
ー
デ
の
業
績
に
よ
り
、
《
古
典
的
》
課
題
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し

て
全
て
が
論
じ
尽
く
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
（
実
際
に
、
エ
リ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
〕

デ
自
身
は
こ
の
点
に
関
し
て
は
暗
に
認
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
一
。
否
、
こ
の

課
題
は
そ
れ
自
体
が
尽
く
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
様
々
な
伝
統
に
お

け
る
《
中
心
》
の
表
現
や
解
釈
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
る
べ
き
点
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
本
論
文
は
《
中
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
幾
つ
か
の
様
相
を
明
確
に
せ
ん
と
す
る
試
み
で

あ
る
。

　
エ
リ
ア
ー
デ
が
《
中
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
主
と
し
て
以
下
の
概
念
を
包

含
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
i
．
世
界
の
諸
段
階
一
諸
界
一
が
繋
が
っ
て
い
る
場
。

　
　
一
u
．
天
地
創
造
が
始
ま
る
点
、
そ
こ
か
ら
の
み
創
造
が
始
め
ら
れ
得
る
点
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
リ
こ

　
　
一
m
．
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
、
及
び
そ
れ
に
よ
る
す
ぐ
れ
て
実
在
の
場
。

　
　
■
1
V
．
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
究
極
点
、
即
ち
《
不
死
》
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

或
い
は
絶
対
的
実
在
と
し
て
の
自
己
の
《
中
心
》
。

　
さ
ら
に
エ
リ
ア
ー
デ
は
《
中
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
建
造
物
の
理

論
を
特
に
展
開
す
る
が
、
そ
れ
は
次
ぎ
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

　
あ
ら
ゆ
る
建
造
物
は
天
地
創
造
の
反
復
で
あ
り
、
《
中
心
》
か
ら
始
め
ら
れ

た
天
地
創
造
に
倣
っ
て
、
そ
の
基
礎
を
《
世
界
の
中
心
》
に
置
く
。
従
っ
て
あ

ら
ゆ
る
聖
な
る
場
－
－
寺
院
、
宮
殿
、
聖
都
な
ど
－
は
《
世
界
の
申
心
》

一
腐
、
心
な
ど
）
に
位
置
し
、
そ
こ
を
貫
ぐ
《
世
界
の
軸
》
一
聖
山
、
《
世
界
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
占
一

樹
》
な
ど
一
に
よ
っ
て
諸
界
の
《
中
心
》
に
繋
が
れ
て
い
る
。

　
以
上
を
見
れ
ば
、
《
中
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
多
様
の
様
相
を
包
含
し
、

あ
ら
ゆ
る
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
同
じ
く
、
こ
れ
を
一
つ
の
定
義
の
枠
内
に
納
め
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
各
様
相
、
概
念
を
支
え
、
正

当
化
す
る
全
て
に
共
通
し
て
有
効
な
意
味
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
一
つ
の

シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
も
と
に
現
さ
れ
得
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
が
「
《
中
心
》
の
根
本
的
、

厳
密
的
な
意
味
」
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
は
正
に
こ
の
意
味
を
示
唆
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

彼
は
そ
れ
を
「
絶
対
的
実
在
」
に
求
め
る
。
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エ
リ
ア
ー
デ
は
又
、
《
中
心
》
が
「
す
ぐ
れ
て
聖
な
る
場
」
、
「
最
高
度
の
実

在
的
点
」
、
「
実
在
の
心
」
、
「
超
越
的
《
空
間
》
」
、
「
天
地
開
闘
に
先
立
つ
無
時

間
的
瞬
間
の
場
」
、
「
感
性
界
が
超
越
さ
れ
得
る
場
し
「
永
遠
な
る
無
時
間
的
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
，
b
一

在
〔
…
罵
黒
竃
巴
」
が
得
ら
れ
る
場
L
な
ど
を
意
味
す
る
と
も
述
べ
る
。
し

か
し
こ
こ
に
今
述
べ
た
多
く
の
表
現
の
内
容
を
一
括
す
る
一
つ
の
、
よ
り
明
確

な
表
現
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
又
、
如
何
に
他
の
表
現
よ
り
、
正
に
く
申
心
》

が
こ
れ
ら
全
て
を
意
味
し
得
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
間
い
が
当
然
生
じ
る
。

　
本
論
文
の
第
一
の
国
的
は
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

形
而
上
学
的
見
地
に
立
た
な
い
阻
り
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
の

用
い
て
い
る
表
現
か
ら
直
ち
に
明
白
で
あ
る
。
第
二
の
目
的
は
《
申
心
》
が
持

つ
意
味
の
分
析
を
通
じ
て
聖
な
る
・
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
の
特
徴
、
と
り
わ
け
こ

の
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
が
人
間
の
窓
意
に
基
づ
く
取
り
決
め
で
は
な
く
、
シ
ン
ボ

ル
自
体
の
本
性
か
ら
生
じ
た
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

1
．
前
置
き

　
i
．
《
中
心
》
が
持
つ
形
而
上
学
的
意
味
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
て
い
く

に
は
先
ず
、
形
而
上
と
い
う
語
が
こ
こ
で
は
ど
う
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
か
、

或
い
は
又
、
形
而
上
の
領
域
が
持
つ
属
性
、
正
に
《
中
心
》
が
シ
ン
ボ
ル
化
す

る
属
性
は
ど
う
い
う
も
の
か
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
論
文
で
は
形
而
上
と
い
う
語
そ
れ
自
体
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
代
表
さ

れ
る
、
と
り
わ
け
新
プ
ラ
ト
ン
派
及
び
ス
コ
ラ
哲
学
が
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る

が
、
こ
の
語
そ
れ
自
体
よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
示
す
も
の
、
即
ち
形
而
上

の
領
域
が
持
つ
属
性
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
形
而
上
と
い
う
語
は
他

の
思
想
、
以
下
に
述
べ
て
ゆ
く
属
性
は
認
め
ら
れ
る
限
り
に
お
け
る
思
想
に
も

当
然
あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
来
、
西
洋
哲
学
で
は
形
而
上
学
一
罵
鼠
冨
壱
一
8
）
は
、
文
字
通
り
，
《
自

然
界
の
向
こ
う
に
あ
る
も
の
》
、
或
い
は
《
自
然
界
を
越
え
る
も
の
》
、
言
い
換

え
れ
ば
現
象
界
の
存
在
様
態
と
異
な
る
《
存
在
》
様
態
を
持
つ
も
の
を
対
象
と

す
る
。
従
っ
て
最
終
的
に
は
形
而
上
の
領
域
と
は
、
制
約
を
持
た
な
い
、
つ
ま

り
自
然
界
が
様
々
な
制
約
一
空
問
、
時
間
な
ど
一
の
も
と
に
あ
る
存
在
様
態
で

あ
る
の
に
対
し
、
形
而
上
の
領
域
は
、
必
然
的
に
如
何
な
る
制
約
の
も
と
に
も

置
か
れ
て
い
な
い
く
存
在
》
様
態
な
の
で
あ
る
。

　
自
然
界
を
支
配
す
る
制
約
の
な
か
で
根
本
的
と
も
い
え
る
の
は
《
形
》
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
然
界
を
特
徴
づ
け
る
の
は
有
限
な
、
又
は
個
別
的
な
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
』

分
と
し
て
の
一
存
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
限
定
す
る
の
は
、
正
に
《
形
》
で
あ

　
　
　
　
一
呂
一

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
形
而
上
の
領
域
は
《
形
》
の
も
と
に
置
か
れ
て

い
な
い
故
、
無
形
な
る
、
個
別
化
不
可
能
、
一
部
分
な
き
一
《
存
在
》
様
態
で
あ

る
。

　
中
国
語
と
臼
本
語
の
、
、
、
罵
け
葛
ξ
ω
一
8
、
，
に
対
応
す
る
語
は
形
而
上
で
あ
る

が
、
こ
の
語
は
、
．
罵
冨
昌
壱
ぎ
，
、
と
比
べ
た
場
合
、
遥
か
に
適
切
に
そ
の
内

容
を
表
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
形
而
上
と
は
文
字
通
り
《
形

を
持
た
な
い
も
の
》
を
意
味
し
、
従
っ
て
無
形
な
る
も
の
、
又
、
個
別
化
不
可

能
も
の
を
直
接
に
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
形
而
上
の
領
域
は
時
問
の
制
約
を
受
け
な
い
の
で
、
変
化
す
る
こ
と
－
変

化
は
時
間
的
連
続
を
前
提
と
す
る
－
も
な
い
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
無
時
問
的
、

言
い
換
え
れ
ば
《
永
遠
な
る
現
在
》
と
い
う
意
味
で
永
遠
で
あ
る
、
本
質
的
に

不
変
の
《
存
在
》
様
態
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
、
そ
し
て
簡
単
に
言
え
ば
、
形
而
上
の
領
域
と
は
、
無
限
、
無
形
、

54



個
別
化
不
可
能
、
無
時
間
、
永
遠
、
不
変
と
い
う
属
性
を
持
つ
《
存
在
》
様
態

で
あ
り
、
存
在
原
理
一
形
而
上
の
《
一
》
、
《
名
を
持
つ
道
》
、
ア
ー
ト
ゥ
マ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
g
二

一
者
と
し
て
の
至
高
神
な
ど
）
が
そ
れ
を
代
表
す
る
。

　
h
．
本
論
文
は
聖
な
る
・
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
の
で
あ

る
か
ら
、
私
の
理
解
す
る
限
り
で
、
こ
う
言
っ
た
シ
ン
ボ
ル
の
定
義
と
、
そ
の

特
徴
の
な
か
で
特
に
次
の
二
つ
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
聖
な
る
・
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
と
は
、
或
る
物
・
イ
メ
ー
ジ
一
自
然
物
、
現
象
、

人
間
に
よ
る
表
象
－
造
形
物
、
動
作
、
言
葉
、
音
1
な
ど
）
で
あ
る
が
、
そ

の
本
性
に
基
づ
い
た
対
応
関
係
一
ア
ナ
ロ
ジ
ー
一
に
よ
っ
て
、
感
覚
お
よ
ぴ
理

性
に
よ
っ
て
直
接
に
把
握
す
る
こ
と
が
よ
り
困
難
な
も
の
、
或
い
は
全
く
捉
え

ら
れ
な
い
或
る
実
在
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
シ

ン
ボ
ル
の
重
要
な
特
徴
は
、
物
・
イ
メ
i
ジ
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
と
、
そ
れ
に

よ
っ
て
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
る
実
在
と
の
問
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
性
に
基
づ
い

た
或
る
対
応
関
係
一
ア
ナ
ロ
ジ
ー
一
が
存
在
す
る
こ
と
に
あ
る
。
但
し
、
シ
ン

ボ
ル
化
さ
れ
る
実
在
が
形
而
上
の
領
域
に
属
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
実
在
を
示

す
表
現
と
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
物
・
イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
は
、
単
な
る
対

応
関
係
に
限
ら
れ
ず
、
《
逆
の
対
応
関
係
》
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
は

全
て
形
而
上
の
領
域
で
の
語
で
あ
る
が
、
最
大
の
も
の
、
最
初
の
も
の
（
論
理

的
前
後
関
係
で
の
）
、
上
を
向
い
て
立
つ
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
小
の
も
の
、

最
後
の
も
の
、
下
を
向
い
て
立
つ
も
の
一
逆
立
ち
を
し
た
も
の
）
と
し
て
、
換

言
す
れ
ば
そ
れ
ら
の
《
逆
の
反
映
》
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
で
現
さ
れ
る
。

2
．
《
点
》
と
し
て
の
《
中
心
》

《
申
心
》

の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
ー
存
在
原
理
－

の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
最
も
単
純
な
形

態
で
あ
る
《
点
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
分
析
か
ら
始
め
た
い
。
数
学
の
定
義
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
一

の
中
心
は
円
周
を
前
提
と
す
る
が
、
中
心
そ
の
も
の
は
た
だ
単
に
幾
何
学
点
で

あ
る
。
従
っ
て
、
以
下
に
《
点
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
こ

と
は
《
中
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
《
点
》
の
シ

ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
、
先
ず
最
初
に
適
家
思
想
で
見
ら
れ
る
幾
つ
か
の
例
を

あ
げ
、
後
に
そ
れ
を
分
析
し
て
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。

（
1
）
夫
れ
道
は
大
に
お
い
て
終
一
お
わ
一
ら
ず
、
小
に
お
い
て
遺
（
の
こ
）

　
　
さ
ず
。
故
に
万
物
備
わ
る
。
一
道
は
）
広
広
と
し
て
容
れ
ざ
る
無
き
な
り
。

　
　
　
（
荘
子
『
天
道
篇
』
）

　
　
一
全
て
を
包
含
し
て
余
り
あ
る
も
の
で
あ
り
、
無
限
で
あ
る
《
道
》
は
、

そ
の
形
而
上
の
様
相
は
《
大
》
と
し
て
、
そ
の
形
而
下
の
様
相
は
《
点
》
の
よ

う
な
小
さ
い
反
映
、
《
小
》
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
）

（
2
一
六
合
を
巨
一
大
一
と
為
す
も
、
未
だ
其
の
一
《
道
》
の
）
内
を
離
れ
ず
秋

　
　
豪
一
秋
の
獣
の
毛
先
一
を
小
と
為
す
も
、
こ
れ
を
待
ち
て
体
を
為
す
。
一
荘

　
　
子
門
知
北
遊
篇
』
）

　
　
一
《
道
》
は
六
方
向
、
即
ち
空
間
、
全
存
在
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
空
間

を
包
含
し
て
い
る
。
如
何
な
る
存
在
物
、
《
点
》
の
よ
う
な
小
さ
い
存
在
物
で

さ
え
も
そ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一

一
3
一
適
の
常
は
無
名
な
り
。
朴
は
小
と
難
も
、
天
下
に
能
く
臣
と
す
る
莫
し
。

　
　
　
一
老
子
　
三
十
二
章
）

　
　
一
永
遠
の
、
不
変
の
《
道
》
は
、
そ
れ
に
際
限
を
与
え
ず
命
名
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
天
下
か
ら
見
た
そ
の
反
映
は
朴
、
部
分
を
持
た
な
い
点
の
よ
う

な
小
さ
い
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
《
遭
》
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
《
道
》
だ
け

に
従
属
し
、
天
下
の
誰
も
そ
れ
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
）
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一
4
）
朴
は
散
す
れ
ば
す
な
わ
ち
晶
と
な
る
。
一
老
子
　
二
十
八
章
一

　
　
一
《
道
》
の
形
而
上
の
様
相
は
部
分
を
持
た
な
い
《
朴
》
の
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
形
而
下
の
様
相
は
、
多
性
の
も
と
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
《
散
》
す
れ

ば
、
部
分
と
し
て
の
個
別
的
存
在
、
《
器
》
と
な
る
。
一

（
5
一
其
の
二
の
）
全
な
る
や
純
一
粋
）
と
し
て
朴
の
ご
と
し
。
一
准
南
子
『
原

　
　
遭
訓
』
）

一
形
而
上
の
《
一
》
、
即
ち
存
在
原
理
と
し
て
の
《
道
》
は
原
理
的
様
態
に
お

い
て
全
存
在
を
包
含
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
《
全
》
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
様
態
で
全
て
を
含
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
分
を
も
た
な
い
。
一

　
こ
れ
ら
の
文
章
で
は
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
《
道
》
は
《
大
》
と
《
小
》
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
《
二
重
》
の
表
現
は
《
反
対
の
一
致
》
と
さ

　
　
一
1
1
）

れ
る
が
、
《
大
》
と
《
小
》
が
《
反
対
の
一
致
》
を
な
す
た
め
に
は
、
両
者
も

同
時
に
形
而
上
の
領
域
に
お
い
て
の
み
考
え
る
べ
き
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
を
別
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
《
二
重
》
の
表
現
は
《
遺
》

が
持
つ
二
つ
の
様
相
、
そ
の
二
つ
の
異
な
っ
た
存
在
様
態
を
示
す
も
の
と
し
て

考
え
る
他
な
ら
な
い
。
即
ち
そ
れ
自
体
と
し
て
、
《
常
の
》
、
不
変
の
《
道
》
、
又
、

《
万
物
》
の
原
理
と
し
て
の
《
道
》
は
「
大
」
一
－
一
、
「
巨
」
一
2
一
「
散
さ
れ

て
い
な
い
朴
」
一
毎
一
、
「
無
名
の
朴
」
一
老
子
　
三
十
七
章
一
、
「
朴
」
、
「
こ
一
5
一

な
ど
と
い
う
イ
メ
i
ジ
、
《
万
物
》
の
立
場
か
ら
見
た
《
道
》
は
「
小
」
（
1
・

2
一
、
「
小
朴
」
一
3
一
な
ど
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま

と
め
て
言
い
換
え
れ
ば
、
《
大
》
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
《
道
》
の
形
而

上
の
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
様
相
、
《
小
》
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は

逆
の
対
応
関
係
に
よ
っ
て
そ
の
形
而
下
の
、
あ
ら
わ
れ
た
様
相
を
表
現
す
る
。

　
他
の
伝
統
に
お
い
て
も
同
じ
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
十
分
に
見
ら
れ
る
。

　
イ
ン
ド
の
伝
統
で
は
既
に
『
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
エ
i
ダ
』
（
H
o
．
o
。
・
緕
）

　
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　
唯
一
物
一
最
高
原
理
）
は
毛
よ
り
細
く
、
唯
一
物
は
目
に
見
え
ざ
る
が
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
u
一

　
　
と
し
。
し
か
し
我
が
愛
す
る
こ
の
神
格
は
、
万
有
よ
り
も
広
闇
な
り
。

　
又
、
『
チ
ャ
ン
ド
ー
ギ
ャ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
（
ω
。
F
　
ω
）
は
次
の
よ

う
に
言
う
。

　
　
ア
ー
ト
ゥ
マ
ン
（
存
在
原
理
一
は
米
粒
よ
り
小
さ
い
、
大
麦
の
粒
よ
り
小

　
　
さ
い
、
芥
子
の
粒
よ
り
も
小
さ
い
、
粟
の
粒
よ
り
も
小
さ
い
、
粟
の
粒
の

　
　
中
の
胚
よ
り
も
小
さ
い
。
し
か
し
一
方
で
そ
れ
は
地
よ
り
大
き
く
、
中
空

　
　
（
中
界
）
よ
り
大
き
く
、
天
よ
り
大
き
く
、
さ
ら
に
こ
れ
を
併
せ
た
も
の

　
　
よ
り
大
き
い
。

　
上
記
の
表
現
は
又
、
『
福
音
書
』
の
次
の
言
葉
を
思
わ
せ
る
。

　
　
神
の
国
は
あ
な
た
方
の
内
に
あ
る
の
だ
。
一
ル
カ
H
べ
．
昌
一
神
の
国
を
何

　
　
に
例
え
よ
う
か
。
そ
れ
は
芥
子
の
種
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
…
地
上
の

　
　
ど
ん
な
種
よ
り
も
小
さ
い
。
一
マ
ル
コ
紅
．
ω
O
山
H
）

　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
。

　
幾
何
学
点
は
、
逆
の
対
応
関
係
に
よ
り
、
存
在
原
理
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

そ
し
て
数
の
一
が
存
在
原
理
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
と
き
は
、
存
在
原
理
は
形
而

上
の
《
一
》
と
見
な
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
幾
何
学
点
の
場
合
に
は
そ
れ
は
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
3
一
　
・

而
上
の
《
点
》
1
《
無
限
の
点
》
－
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
最
終
的
に
は
ど
う
し
て
幾
何
学
が
存
在
原
理
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
れ

は
可
能
と
な
る
の
は
、
点
が
そ
の
本
性
に
よ
る
持
つ
属
性
は
存
在
原
理
が
そ
の

本
性
に
よ
る
持
つ
属
性
－
存
在
物
の
立
場
か
ら
見
た
属
性
1
に
対
応
し
て
い
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る
か
ら
で
あ
る
。
両
者
の
対
応
関
係
は
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
実
に
あ
る
。

　
点
が
空
間
の
原
理
で
あ
る
一
空
間
は
平
面
の
移
動
と
し
て
、
平
面
は
線
の
移

動
と
し
て
、
線
は
点
の
移
動
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
空
間
を
形
成
す

る
原
点
－
出
発
点
ー
は
点
で
あ
る
一
。
従
っ
て
点
が
空
間
に
対
し
て
持
つ
意

味
と
、
存
在
原
理
が
全
存
在
に
対
し
て
持
つ
意
味
と
は
、
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
点
は
そ
の
本
性
か
ら
空
間
を
可
能
性
と
し
て
潜
在
的
に
内
包
す
る
が
、

こ
れ
は
存
在
原
理
が
全
存
在
の
可
能
性
－
《
無
状
の
状
、
無
物
の
象
》
一
老
子

十
四
章
一
、
プ
ラ
ト
ン
が
言
う
《
イ
デ
ア
》
の
意
味
で
の
本
質
的
原
形
な
ど
－

を
永
遠
及
び
不
変
の
様
態
、
言
い
換
え
れ
ば
原
理
的
様
態
の
も
と
に
包
含
し
て

い
る
の
に
対
応
す
る
。
空
間
が
点
か
ら
生
じ
る
の
と
同
様
、
全
存
在
も
そ
の
原

理
か
ら
《
生
じ
る
》
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
空
間
は
点
に
内
在
す
る
可
能
性

の
展
開
に
よ
っ
て
の
み
存
在
す
る
が
、
全
存
在
は
そ
の
原
理
が
包
含
し
て
い
る

可
能
性
の
展
開
に
よ
っ
て
の
み
存
在
す
る
。
又
、
そ
の
展
開
の
際
に
、
空
間
の

原
理
と
し
て
の
点
は
何
ら
か
の
影
響
を
も
受
け
ず
、
存
在
原
理
も
又
、
そ
の
永

遠
性
及
び
不
変
性
に
お
い
て
何
ら
か
の
影
響
も
受
け
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

他
の
対
応
関
係
も
見
ら
れ
る
。

　
点
に
形
が
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
存
在
原
理
の
無
形
な
る
《
存

在
》
様
態
を
反
映
す
る
。
又
、
点
は
次
元
も
形
も
持
た
ず
、
従
っ
て
分
割
不
可

能
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
個
別
化
不
可
能
で
あ
り
、
部
分
を
持
た
な
い
存
在
原

理
の
様
態
を
反
映
す
る
。
そ
れ
に
、
点
が
形
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

空
間
で
の
可
能
な
形
状
全
て
を
潜
在
的
に
包
有
す
る
の
は
、
存
在
原
理
が
無
形

な
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
《
形
》
を
持
っ
て
個
別
的
に
存
在
し
得
る
全
存
在
を

原
理
的
様
態
に
お
い
て
包
有
す
る
の
に
対
応
す
る
。

　
一
方
で
、
こ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
逆
の
対
応
関
係
は
正
に
《
大
》
と

《
小
〉
と
い
う
、
存
在
原
理
が
持
つ
二
つ
の
様
相
を
現
す
表
現
に
お
い
て
見
ら

れ
る
。
即
ち
存
在
原
理
そ
れ
自
体
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
様
相
は
、
原
理

的
様
態
に
お
い
て
全
て
を
包
有
し
、
又
、
何
も
の
も
そ
れ
を
包
有
し
た
り
制
限

し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
故
、
至
大
の
も
の
、
《
無
限
の
点
》
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
全
存
在
に
対
す
る
そ
の
あ
ら
わ
れ
た
様
相
は
、
少
な
く
と
も
見
か
け
に
は
、

至
小
の
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
幾
何
学
的
点

は
、
ま
る
で
量
的
に
は
ゼ
ロ
で
す
ら
あ
る
。
し
か
し
、
点
が
量
的
に
ゼ
ロ
で
す

ら
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
何
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
空
間
は
そ
こ
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
幾
何
学
的
点
、
空
間
的
・
量
的
に
《
ゼ
ロ
》
で
あ
る
点
は
、
逆
の
対

応
関
係
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
原
理
的
全
体
性
に
対
応
し
、
そ
れ
を
シ
ン
ボ
ル

化
す
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
如
何
な
る
中
心
そ
の
も
の
は
先
ず
た
だ
単
に
点
で
あ

一
H
一

る
。
従
っ
て
、
《
申
心
》
、
と
り
わ
け
《
世
界
の
中
心
》
と
さ
れ
て
い
る
《
中
心
》

－
聖
地
、
《
世
界
の
軸
》
と
し
て
の
聖
山
、
曼
陀
羅
の
《
中
心
》
な
ど
－
は
、

い
ず
れ
も
最
終
的
に
は
存
在
原
理
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
数
の
一
が
形

而
上
の
《
一
》
、
又
は
幾
何
学
的
点
が
、
形
而
上
の
《
点
》
と
見
な
さ
れ
る
存

在
原
理
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
《
世
界
の
中
心
》
は
、
形
而
上
の
《
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
旧
一

心
》
と
見
な
さ
れ
る
存
在
原
理
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
唯
一

の
真
な
る
《
世
界
の
申
心
》
と
は
形
而
上
の
《
中
心
》
で
あ
り
、
世
界
に
位
置

す
る
あ
ら
ゆ
る
《
世
界
の
中
心
》
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
存
在
原
理
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

書
い
換
え
れ
ば
そ
の
聖
性
に
関
与
す
る
か
ら
こ
そ
聖
な
る
も
の
の
性
格
を
帯
び

る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
考
慮
し
て
初
め
て
、
《
申
心
》
は
「
絶
対
的
実
在
」
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な
ど
を
意
味
す
る
と
い
う
、
エ
リ
ァ
ー
デ
が
述
べ
た
表
現
は
明
確
に
な
る
が
、

そ
れ
ら
表
現
全
て
の
正
当
性
は
後
に
さ
ら
に
よ
く
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
《
世
界
の
申
心
》
を
意
味
す

る
幾
つ
か
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の
一
つ
は
《
世
界
の

軸
》
の
《
上
先
端
》
、
言
い
換
え
れ
ば
《
太
極
》
、
又
は
《
天
門
》
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
《
世
界
の
中
心
》
が
世
界
の
最
上
位
に
あ
る
《
点
》
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蝸
一

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
《
世
界
の
申
心
》
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
イ
メ
ー

ジ
は
北
極
、
そ
し
て
特
に
北
極
星
で
あ
る
が
、
実
際
に
両
者
も
聖
山
、
《
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
η
一

の
樹
》
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
、
《
世
界
の
軸
》
の
極
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
。

こ
の
よ
う
な
等
価
の
表
現
は
例
え
ば
、
次
の
文
章
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
古
の
聖
王
は
一
道
一
そ
の
形
而
上
の
様
相
一
を
得
て
一
そ
れ
に
同
一
化

　
　
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
（
そ
れ
ぞ
れ
が
一
箆
喬
、
大
山
一
く
世
界
の
軸
》
に

　
　
お
り
、
…
玄
宮
に
お
り
、
北
極
一
両
者
も
《
世
界
の
中
心
》
）
に
立
つ
。

　
　
荘
子
　
　
『
大
宗
師
篇
蜴
）

　
く
り
返
し
て
言
う
が
、
北
極
星
は
何
よ
り
も
先
ず
《
世
界
の
申
心
》
、
従
っ

て
存
在
原
理
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
－
シ
ン
ボ
ル
の
意
味
が

多
様
で
あ
る
結
果
1
そ
の
具
体
的
な
意
味
、
即
ち
天
球
の
中
心
で
あ
る
こ
と

を
否
定
し
な
い
。
む
し
ろ
北
極
星
が
一
」
の
よ
う
な
実
際
の
位
置
に
あ
る
か
ら
こ

そ
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
の
本
性
に
よ
っ
て
《
世
界
の
中
心
》
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

　
　
　
　
　
一
㎎
一

り
得
る
の
で
あ
る

3
．

中
心
と
円
周
。
両
者
の
関
係
の
シ
ン
ポ
リ
ズ
ム

ー
形
而
上
の
《
一
》
と
形
而
下
の
《
多
〉
－
1

《
申
心
〉
が
存
在
原
理
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
ま
わ
り
に
描
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
螂
一

れ
た
円
周
は
全
存
在
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
し
て
、
円
周
と
中

心
と
の
関
係
は
、
一
相
変
わ
ら
ず
一
そ
の
本
性
に
よ
り
、
全
存
在
と
そ
の
原
理

と
の
《
関
係
》
に
対
応
す
る
。
即
ち
円
周
は
中
心
な
し
に
は
存
在
し
な
い
が
、

中
心
は
円
周
か
ら
独
立
し
て
点
と
し
て
存
在
し
得
る
。
。
同
様
に
、
全
存
在
は
そ

の
原
理
が
な
け
れ
ば
存
在
し
得
な
い
の
に
対
し
、
そ
の
原
理
は
金
存
在
か
ら
独

立
し
て
そ
の
永
遠
及
び
不
変
の
様
態
に
お
い
て
《
存
在
》
す
る
。
又
、
中
心
と

円
周
が
、
そ
れ
ぞ
れ
存
在
原
理
と
全
存
在
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者

の
関
係
は
《
一
》
と
《
多
》
一
形
而
上
の
《
朴
》
と
形
而
下
の
《
器
》
一
の
《
関

係
》
も
意
味
し
て
い
る
。

　
中
心
を
持
つ
円
周
と
い
う
図
形
は
一
見
単
純
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
様
々
な

用
い
ら
れ
方
を
し
、
そ
の
都
度
異
な
っ
た
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
な
か
で

も
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
太
陽
の
イ
メ
ー
ジ
と
見
な
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ

の
図
形
は
天
文
学
で
太
陽
の
記
号
と
し
て
、
又
申
国
語
や
日
本
語
で
は
、
そ
の

ま
ま
太
陽
の
表
意
文
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、
円

周
の
中
心
と
し
て
の
太
陽
自
体
は
根
本
的
に
は
原
理
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
一
㎜
一

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
中
心
を
持
つ
円
周
の
図
形
か
ら
生
ま
れ
る
最
も
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
は
車
輪
で

あ
る
。
車
輪
と
申
心
を
持
つ
円
周
と
比
べ
る
時
、
前
者
に
は
後
者
に
は
な
い
何

本
の
放
射
状
の
線
－
1
輻
ー
が
加
わ
る
点
が
異
な
る
。
輻
に
よ
っ
て
、
申
心
と

円
周
の
関
係
は
よ
り
明
確
な
も
の
と
な
る
。
即
ち
、
輻
は
円
周
は
中
心
な
し
に

存
在
し
得
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
輻
の
数
は
場
合
に
よ
り
異
な
る
が
、
一
般

に
特
別
な
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
意
味
を
持
つ
数
が
選
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
ず

れ
の
場
合
に
も
、
車
輪
は
根
本
的
に
は
全
存
在
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
よ
り
咀

確
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
全
存
在
を
支
配
す
る
生
成
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
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円
周
は
中
心
を
回
る
点
の
運
動
に
よ
っ
て
の
み
描
か
れ
る
。
車
輪
も
又
、
文
字
・

漢
字
か
ら
一
；
鼠
、
環
、
輪
な
ど
）
明
ら
か
な
よ
う
に
回
転
を
意
味
し
、
従
っ

て
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
上
り
《
万
物
》
の
絶
え
間
な
い
変
化
を
意
味
す
る
。

　
車
輪
と
い
う
語
を
伴
う
様
々
な
表
現
も
、
こ
の
性
格
を
語
っ
て
い
る
。
イ
ン

ド
や
仏
教
に
お
け
る
《
物
の
車
輪
》
、
《
命
の
車
輪
》
、
《
法
の
軍
輪
》
、
西
洋
古

代
の
《
運
命
の
車
輸
》
な
ど
の
表
現
も
、
車
輪
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
一
層
明
確

に
す
る
。
道
家
思
想
に
お
い
て
は
特
に
《
環
》
、
〈
輪
》
と
い
う
表
現
が
よ
く
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
等
価
の
も
の
と
し
て
中
国
の
伝
統
に
お
い
て
は
《
流

形
》
と
い
う
表
現
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
で
は
形
而
下
、
全
存
在
を

特
徴
づ
け
る
《
形
》
の
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
《
形
の
流
れ
〉
も
や
は
り
、

全
存
在
の
、
又
《
万
物
》
の
変
化
を
意
味
す
る
。
中
心
を
持
つ
円
周
と
同
じ
く
、

車
輸
も
又
太
陽
の
シ
ン
ボ
ル
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
何
よ
り
も
先
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
凹
〕

そ
れ
は
全
存
在
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

4
．

不
動
点
と
し
て
の
《
中
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム

　
　
　
不
変
性
と
無
時
聞
性
－

　
車
輪
は
固
定
点
が
あ
っ
て
初
め
て
回
転
す
る
。
こ
の
時
、
運
動
を
可
能
に
し

な
が
。
ら
自
体
は
運
動
に
参
加
せ
ず
、
常
に
不
動
の
状
態
に
あ
る
点
が
た
だ
一
つ

あ
る
。
一
そ
れ
が
車
輸
の
中
心
で
あ
る
。
同
様
に
全
存
在
は
、
そ
の
生
成
・
変
化

を
可
能
に
し
な
が
ら
自
体
は
そ
れ
に
参
加
せ
ず
、
常
に
不
変
の
状
態
に
あ
る

《
点
》
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
が
運
動
原
理
と
し
て
の
存
在
原
理
で
あ
り
、
唯

一
の
不
変
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
運
動
原
理
と
し
て
の
存
在
原
理
を
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
が
言
う
よ
う
に
「
動
か
ず
し
て
動
か
す
も
の
」
一
竃
O
け
睾
ぎ
蟹
O
婁
巴

　
　
　
　
　
　
　
易
亡

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
車
輪
を
動
か
す
も
の
は
不
動
の
中
心
で
あ
る
が
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
そ

れ
自
体
は
次
元
を
持
た
ず
、
量
的
に
ゼ
ロ
で
さ
え
あ
る
。
同
様
に
不
可
視
な
働

き
で
《
万
物
の
輪
》
を
動
か
し
支
配
す
る
も
の
は
不
変
の
存
在
原
理
で
あ
る
が
、

そ
れ
も
又
く
虚
無
》
或
い
は
《
無
》
に
よ
っ
て
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
る
。
不
可
視

な
働
き
で
全
存
在
を
動
か
ず
ζ
O
仰
O
二
昌
目
O
巨
一
ω
の
す
ぐ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
、
老
子
の
有
名
な
十
一
章
で
見
ら
れ
る
輪
心
一
穀
一
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

輪
心
は
そ
れ
自
体
一
つ
の
穴
、
一
種
の
《
虚
無
》
に
過
ぎ
な
い
が
、
不
動
の
中

心
と
し
て
回
転
を
支
配
す
る
。

　
　
三
十
本
の
輻
（
ふ
く
）
が
穀
一
こ
く
一
に
集
ま
る
。
そ
の
無
に
一
こ
そ
）

　
　
車
輪
の
有
用
性
一
そ
の
回
転
す
る
可
能
性
一
が
あ
る
。
一
老
子
十
一
章
一

　
こ
こ
で
輻
の
数
に
関
係
な
く
、
重
要
な
の
は
、
車
輪
の
穀
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
竃
O
け
O
「
芽
塞
竃
一
ω
、
即
ち
そ
れ
自
体
に
動
き
に
加

わ
ら
ず
し
て
《
万
物
の
輸
》
を
動
か
す
形
而
上
の
く
無
》
を
意
味
し
て
い
る
と

　
　
　
　
一
鴉
一

こ
ろ
に
あ
る
。

　
一
方
で
、
中
心
の
不
動
性
存
在
の
無
時
間
性
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
の
《
永
遠

な
る
現
在
》
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
の
に
対
し
、
車
輸
の
回
転
、
或
い
は
円
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
別
一

動
は
、
全
存
在
を
特
徴
づ
け
る
時
の
経
過
を
意
味
し
て
い
る
。

5
．

申
点
と
し
て
の
《
中
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム

　
　
　
反
対
の
一
致
の
形
而
上
の
《
場
〉
1

　
円
周
に
対
し
て
、
中
心
は
定
義
上
の
申
点
で
あ
り
、
即
ち
円
周
上
の
あ
ら
ゆ

る
点
か
ら
等
距
離
に
あ
る
。
従
っ
て
、
中
点
と
し
て
の
中
心
は
円
周
の
対
を
な

す
二
点
の
真
ん
中
に
あ
っ
て
均
衡
の
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
又
、
円
周
を
全
存
在

と
し
て
み
た
場
合
に
、
円
周
上
の
反
対
・
対
立
し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
、
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あ
る
が
ま
ま
に
釣
り
合
っ
た
点
を
意
味
し
て
い
る
。
中
点
は
形
而
下
の
領
域
に

お
い
て
均
衡
・
釣
り
合
い
を
意
味
す
る
一
方
、
形
而
上
の
領
域
に
お
い
て
原
理

的
《
大
均
》
、
《
天
釣
》
、
或
い
は
《
大
和
》
、
即
ち
あ
ら
ゆ
る
対
立
が
合
一
し
て

い
る
形
而
上
の
《
場
》
、
正
反
対
の
一
致
一
8
一
冒
a
竃
3
o
署
o
ω
ぎ
べ
貢
冒
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
路
一

成
立
す
る
唯
一
の
《
場
》
を
意
味
す
る
。
こ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
重
要

な
の
は
、
次
の
点
に
あ
る
。
即
ち
幾
何
学
的
申
点
の
場
合
と
同
様
に
、
反
対
の

一
致
に
お
い
て
も
又
、
反
対
・
対
立
、
言
い
換
え
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
二
元
性
を

な
す
二
項
は
、
原
理
的
様
態
に
お
い
て
あ
り
な
が
ら
そ
の
ま
ま
、
な
く
な
ら
ず

中
和
す
る
。
な
く
な
る
の
は
二
者
の
対
立
・
反
対
関
係
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
反
対
一
二
項
一
の
一
致
一
反
対
関
係
な
し
一
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
反
対
が
存
在
す
る
場
は
円
周
、
即
ち
全
存
在
で
あ
り
、

そ
の
一
致
の
《
場
》
は
、
中
心
が
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
《
世
界
の
中
心
》
、
形
而

上
の
《
場
》
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
反
対
の
一
致
と
中
心
と
の
関
係
を

明
確
に
す
る
文
章
は
荘
子
の
次
の
有
名
な
文
章
で
あ
ろ
う
。

　
　
彼
と
是
と
そ
の
偶
一
対
）
を
得
る
な
き
、
こ
れ
を
道
枢
と
い
う
。
枢
に
し

　
　
て
初
め
て
そ
の
環
の
中
心
を
得
て
、
以
て
無
極
に
応
ず
。
一
荘
子
『
斉
物

　
　
論
篇
』
一

　
（
是
非
の
対
立
が
な
く
な
る
《
場
》
を
、
《
遺
の
枢
》
（
《
世
界
の
軸
》
）
と
い

う
が
、
こ
の
《
枢
》
は
移
り
変
わ
る
万
物
の
環
の
《
中
心
》
に
あ
る
。
そ
し
て

そ
れ
は
無
際
限
の
、
あ
ら
ゆ
る
対
立
に
適
応
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
《
枢
》

を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
全
て
の
対
立
を
越
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

即
ち
《
世
界
の
中
心
》
或
い
は
《
世
界
の
軸
》
、
言
い
換
え
れ
ば
形
而
上
の
、
《
常

の
適
》
に
同
一
化
す
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
全
存
在
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
対
立

関
係
を
越
え
、
自
己
の
内
に
反
対
の
一
致
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一

結

書ム
ロ禰

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

形
而
下
の
領
域

　
　
シ
ン
ボ
ル

　
ー
中
・
い
－

本
性
に
よ
る
属
性

　
《
ゼ
ロ
》
（
《
小
》
）

　
空
聞
の
原
理

　
形
を
持
た
な
い

　
分
割
不
可
能

　
不
動

　
均
衡

対
応
関
係

　
く
U

　
凸

　
凸

　
号

　
4

　
4

形
而
上
の
領
域

シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
た
実
在

　
　
　
－
存
在
原
理
－

本
性
に
よ
る
属
性

全
体
性
一
《
大
》
一
、
虚
無

全
存
在
の
原
理

無
形

個
別
化
不
可
能

不
変
、
永
遼
一
無
時
聞
一

反
対
の
一
致

　
他
の
聖
な
る
・
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
《
中
心
》
が
人

間
の
恋
意
に
基
づ
く
取
り
決
め
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
の
本
性
に
よ
る
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
と
い
う
事
実
は
十
分
に
明
確
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
点
と
し
て
の
中
心

が
持
つ
属
性
の
な
か
で
決
定
的
と
も
言
え
る
の
は
分
割
不
可
能
と
い
う
属
性
で

あ
る
。
存
在
原
理
の
個
別
不
可
能
と
い
う
属
性
を
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
表
現

・
す
る
も
の
、
現
象
界
に
存
在
す
る
も
の
は
点
以
外
に
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
一
あ

る
と
言
っ
て
も
そ
れ
は
数
字
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
数
の
一
し
か
な
い

が
、
正
に
そ
の
理
由
で
《
点
》
と
《
一
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
等
価
の
も
の
で

あ
る
し
。
。
そ
し
て
存
在
原
理
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
他
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
例
え
ば

太
陽
、
北
極
星
な
ど
も
、
最
終
的
に
は
や
は
り
、
《
中
心
》
に
帰
す
る
も
の
で
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あ
る
。

　
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
《
申
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
《
中
心
》
と

い
う
言
葉
の
み
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
を
理
解

す
る
た
め
に
は
《
申
心
》
と
い
う
表
現
に
は
、
そ
れ
に
等
価
の
表
現
、
或
い
は

又
《
中
心
》
の
様
々
な
面
一
特
徴
を
表
す
表
現
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
次

の
例
は
正
に
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
（
聖
人
は
）
万
国
一
諸
界
、
全
体
の
あ
ら
わ
れ
）
を
兼
ね
て
包
み
一
そ
の

　
　
原
理
的
様
態
で
内
的
に
そ
れ
を
得
一
、
是
非
輻
湊
一
反
対
の
一
致
し
て
こ

　
　
れ
が
穀
一
中
心
一
と
為
る
に
あ
り
一
8
ぎ
己
竃
巨
O
署
邑
け
O
「
竃
の
場
で

　
　
あ
る
中
心
を
得
る
一
。
静
．
一
不
変
性
一
に
処
り
、
中
一
心
一
を
持
ち
一
そ

　
　
れ
に
同
一
化
し
一
、
瑛
枢
に
お
い
て
一
北
極
星
を
通
る
《
世
界
の
軸
》
に

　
　
同
一
化
し
一
一
事
物
を
一
運
一
巡
一
ら
せ
喜
O
け
冒
ま
竃
婁
后
と
し
て
全

　
　
て
を
動
か
し
一
、
一
一
形
而
上
の
《
二
の
様
態
一
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
て
万
一
物
一
を
含
す
る
（
内
的
に
全
て
を
原
理
的
様
態
の
も
と
に
包
含
す

　
　
る
一
。
一
准
南
子
笥
主
術
訓
』
）

　
こ
の
文
章
は
言
う
ま
で
も
な
く
聖
人
、
「
自
己
の
《
中
心
》
へ
の
探
求
し
を

実
現
し
た
者
、
言
い
換
え
れ
ば
自
己
の
《
中
心
》
と
《
世
界
の
中
心
》
を
一
致

に
し
て
両
者
を
得
た
者
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。

　
以
上
で
、
《
中
心
》
の
持
つ
複
雑
に
し
て
深
淵
な
形
而
上
学
的
意
味
は
理
解

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
形
而
上
の
《
世
界
》
を
語
る
も
っ
と
も
適
切
な
《
言

葉
》
は
聖
な
る
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
最
後
に
《
中
心
》

に
つ
い
て
の
荘
子
の
含
蓄
あ
る
一
章
を
引
用
し
て
本
論
文
を
閉
じ
た
い
。

　
　
（
聖
王
）
再
相
氏
は
環
の
中
心
に
身
を
お
き
、
万
物
は
そ
の
ま
わ
り
で
成

　
　
し
遂
げ
ら
れ
る
。
聖
王
は
物
の
終
わ
り
も
始
め
も
知
ら
な
け
れ
ば
、
瞬
聞

も
時
間
も
知
ら
な
い
。
臼
々
に
万
物
の
変
化
に
一
外
的
一
関
与
し
な
が
ら

も
、
一
内
的
一
不
変
の
も
の
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
一
荘
子
　
門
則
陽
篇
』
一

　
　
　
注

（
ユ
一
「
《
中
心
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
は
、
遥
か
に
複
雑
な
も
の
で
あ
る
が
、
わ

　
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
参
考
し
た
若
干
の
様
相
か
ら
だ
け
で
も
、
わ
れ
わ
れ
が

　
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
目
的
は
十
分
達
せ
ら
れ
る
」
。
、
、
汀
曽
苫
忌
急

　
一
．
段
撃
罵
一
『
g
o
冒
一
，
o
竺
ぎ
p
・
a
H
①
8
℃
1
墨

一
2
一
、
．
宇
倶
。
意
忌
一
，
募
村
o
ぎ
忌
ζ
Φ
一
曇
o
易
．
、
勺
ξ
o
二
竃
①
事
讐
9
ω
畠

（
3
）
．
．
H
「
巴
思
…
．
．
℃
P
ω
N
P
ω
日

一
4
一
．
．
τ
澤
麦
．
－
．
．
署
．
串
ω
H

一
5
一
、
、
宇
箒
伽
…
．
．
P
ω
臼

一
6
一
、
ヲ
餐
ω
黒
ω
着
邑
窃
、
o
隻
竃
a
お
竃
o
I
奉
、
箏
箒
心
…
、
P
ω
鼻
、

　
ぎ
墨
⑦
ω
…
．
、
勺
．
竈
一
．
、
τ
目
薫
烹
…
、
p
ω
ω
一
、
、
H
s
忌
1
：
．
．
p
曽
o
〇
一
．
．
ぎ
品
①
ω
＝
1
℃
．

　
ω
o
〇

一
7
一
㍗
自
然
学
は
個
別
的
存
在
を
持
つ
が
不
変
で
は
な
い
も
の
を
対
象
と
す

　
る
し
≦
』
O
ω
ω
、
ξ
一
段
O
幕
．
．
ζ
3
ら
讐
じ
O
O
O
訂
2
婁
ま
尋
一
①
竃
君
ふ
P

　
⑦
㎝
・
「
実
存
は
固
体
的
存
在
で
あ
る
」
一
賢
ζ
竃
夢
Φ
ω
二
邑
三
α
一
§
罵
三

　
　
一
ス
コ
ラ
哲
学
一
。
「
形
而
下
な
る
者
は
こ
れ
を
器
と
謂
う
」
一
周
易
繋
辞

　
上
伝
一

一
8
一
《
形
〉
と
い
う
概
念
を
単
な
る
幾
何
学
的
輪
郭
と
し
て
理
解
し
て
は
な

　
ら
な
い
。
広
義
の
《
形
》
を
持
つ
も
の
と
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
際
限
、
制

　
限
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ア
リ
ス
テ
レ
ス
を
初
め
ス
コ
ラ
哲
学

　
が
使
う
《
形
》
一
・
・
ψ
o
’
｛
o
『
§
一
を
指
さ
な
い
。
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一
9
一
存
在
原
理
と
し
て
説
か
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏
教
に
お
け

　
る
浬
薬
と
い
う
《
存
在
》
様
態
は
同
じ
属
性
を
持
ち
、
－
－
「
全
て
の
束

　
縛
か
ら
解
説
す
る
こ
と
を
浬
葉
と
い
う
」
－
－
そ
れ
も
又
形
而
上
の
領

　
域
を
意
味
す
る
。
一
こ
こ
で
「
東
縛
」
と
は
最
終
的
に
は
、
個
別
的
存
在

　
そ
れ
を
自
体
を
支
配
す
る
も
の
と
い
う
意
味
一
。

一
1
0
一
数
学
の
定
義
上
の
中
心
と
は
、
平
面
図
、
立
体
図
に
お
け
る
対
称
点
で

　
は
な
く
、
或
る
曲
線
上
或
い
は
曲
面
上
の
全
て
の
点
か
ら
等
距
離
に
あ
る

　
点
、
即
ち
円
周
或
い
は
球
面
の
中
心
を
言
う
。

一
u
）
《
反
対
の
一
致
》
（
8
一
塞
己
g
夢
o
署
o
ω
ぎ
『
罵
昌
）
は
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・

　
ク
サ
ヌ
ス
が
用
い
た
本
来
こ
の
語
の
表
す
意
味
に
解
釈
す
れ
ば
や
は
り
、

　
形
而
上
の
領
域
で
の
み
し
か
起
こ
り
得
な
い
。
辻
・
直
四
郎
氏
は
『
ア
タ

　
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ユ
ー
ダ
讃
歌
』
岩
波
文
庫
一
九
七
八
年
二
一
七
ぺ
ー
ジ
で
「
微

　
よ
り
微
、
大
よ
り
大
（
邑
篶
a
竃
3
o
署
o
ω
ま
『
罵
竃
）
、
と
い
う
表
現
は
ウ

　
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
も
見
ら
れ
る
し
と
述
べ
て
い
る
が
、
他
の
説
明
な
し
に

　
そ
れ
は
文
字
通
り
、
即
ち
《
至
微
》
－
ー
ア
ト
ゥ
マ
ン
の
あ
ら
わ
れ
た

　
様
相
1
と
《
至
大
》
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
様
相
と
は
《
一
致
》

　
し
て
い
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
汎
神
論
の
よ
う
な
取
り
違
え
が
起
こ
り
や

　
す
い
。

一
u
一
辻
・
直
四
郎
氏
注
一
1
1
一
ぺ
ー
ジ
ニ
一
五

一
1
3
一
《
中
心
》
は
「
天
地
創
造
が
始
ま
る
点
、
そ
こ
か
ら
の
み
創
造
が
始
め

　
ら
れ
得
る
点
し
を
意
味
す
る
と
エ
リ
ア
i
デ
が
述
べ
た
、
そ
れ
は
正
に
《
世

　
界
の
中
心
》
が
形
而
上
の
点
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

一
皿
一
全
て
の
中
心
は
点
で
あ
る
が
、
全
て
の
点
が
申
心
で
あ
る
と
言
え
な
い
。

　
し
か
し
少
な
く
と
も
全
て
の
点
は
中
心
に
な
り
得
る
と
言
え
る
。

一
1
5
）
こ
こ
で
、
形
而
上
の
《
点
》
一
《
申
心
》
）
と
形
而
上
の
《
一
》
は
、
存

　
在
原
理
が
示
す
異
な
る
表
現
に
過
ぎ
ず
、
両
者
の
間
に
あ
る
等
価
性
に
注

　
目
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
等
価
性
は
、
一
方
が
幾
何
学
的
、
も

　
う
一
方
が
算
術
的
な
表
現
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
多
に
対

　
す
る
一
は
必
然
的
に
部
分
を
持
た
ず
、
分
割
不
可
能
な
点
に
正
に
対
応
す

　
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
《
点
》
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
《
一
》
の
シ
ン
ボ

　
リ
ズ
ム
と
を
置
き
換
え
て
も
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
は
変
わ
り
は
な

　
い
。

一
1
6
）
「
天
極
は
世
界
の
頂
上
で
あ
る
と
同
時
に
世
界
の
《
中
心
》
そ
の
も
の

　
で
あ
る
。
そ
こ
を
《
世
界
の
軸
》
が
貫
く
無
限
に
小
さ
い
点
で
あ
る
し
エ

　
リ
ア
ー
デ
言
ぎ
鍔
①
ω
…
、
P
鵠
。
「
一
《
世
界
の
軸
》
の
一
先
端
は
、
《
中
心
》
、

　
そ
し
て
同
時
に
最
高
度
の
実
在
の
超
越
感
的
点
で
あ
る
」
エ
リ
ア
ー
．
デ

　
　
、
、
箏
箒
Φ
…
、
O
．
ω
轟
。
《
世
界
の
申
心
》
と
《
世
界
の
頂
点
》
が
等
価
に
な

　
る
の
は
、
世
界
そ
の
も
の
の
二
つ
の
異
な
る
図
式
－
1
一
方
は
諸
界
を
、

　
中
心
を
め
ぐ
る
同
心
円
と
し
て
、
も
う
一
方
は
そ
れ
を
縦
軸
に
垂
直
に
交

　
わ
る
直
線
一
或
い
は
円
錐
を
水
平
に
切
る
横
面
の
層
一
と
し
て
－
が

　
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
1
7
）
中
国
の
伝
統
に
お
け
る
《
世
界
の
軸
》
、
北
極
星
な
ど
に
関
す
る
表
現

　
に
つ
い
て
は
、
鐵
井
・
慶
紀
氏
の
蟹
比
嵩
伝
説
に
つ
い
て
の
一
試
論

　
1
－
エ
リ
ア
ー
デ
氏
の
「
中
心
の
シ
ン
ポ
リ
ズ
ム
」
に
立
脚
し
て
－
i
－
』

　
　
門
東
方
宗
教
』
妨
巻
・
一
一
九
七
五
年
四
月
一
三
三
ぺ
ー
ジ
以
下
の
論
文

　
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
1
8
一
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
が
様
々
な
段
階
に
解
釈
さ
れ
得
る
例
と
し
て
は
、
朱

　
子
の
椚
天
地
』
の
一
節
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
漢
字
《
天
》
は
、
文
脈
に
よ
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り
単
な
る
物
理
的
天
、
宇
宙
的
《
主
帝
》
と
し
て
の
理
、
或
い
は
形
而
上

　
の
、
《
常
》
の
理
に
三
通
り
の
読
み
を
持
つ
。
言
い
換
え
れ
ば
三
種
の
実

　
在
を
意
味
す
る
こ
と
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
1
9
一
円
周
だ
け
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
円
周
は

　
全
存
在
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
形
而
上
の
く
一
》
、
よ
り
明

　
確
に
言
え
ば
そ
の
全
体
性
が
意
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
文
脈
か
ら
十
分
理

　
解
で
き
る
。

一
2
0
一
イ
ン
ド
の
伝
統
で
は
、
聖
な
る
書
物
の
多
く
の
箇
所
で
こ
の
よ
う
な
誤

　
り
を
戒
め
る
言
葉
が
見
ら
れ
る
一
「
太
陽
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
る
。
そ
れ

　
は
聖
な
る
教
え
で
あ
る
」
『
チ
ャ
ン
ド
ッ
ギ
ャ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
一
ジ

　
量
†
N
一
一
。
し
か
し
神
話
や
他
の
伝
統
的
な
教
え
が
こ
の
よ
う
な
表
現

　
を
欠
い
て
い
て
も
、
太
陽
の
イ
メ
ー
ジ
を
直
ち
く
太
陽
崇
拝
主
義
》
に
結

　
び
つ
け
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

一
2
1
一
「
既
に
ペ
ル
シ
ア
の
よ
う
な
古
い
伝
統
で
宇
宙
は
六
本
の
輻
と
中
心
に

　
瞬
の
よ
う
な
大
き
な
穴
を
持
つ
車
輻
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」
と
エ
リ
ア
i

　
デ
は
述
べ
て
い
る
が
、
一
．
．
○
〔
ε
三
ω
竃
P
ω
O
『
〔
隻
蟹
一
①
黒
嚢
O
忌
ω

　
ε
g
邑
房
．
、
3
＝
ぎ
弩
α
畠
轟
p
ω
3
私
の
意
見
で
は
《
世
界
の
軸
》
は

　
お
そ
ら
く
こ
の
穴
を
貫
通
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
2
2
一
「
全
て
動
く
物
は
何
者
か
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
。
物
を
動
か
す

　
第
一
の
者
は
動
か
さ
れ
て
い
な
い
。
物
を
動
か
す
第
一
の
者
は
永
遠
に
し

　
て
唯
一
で
あ
る
。
物
を
動
か
す
第
一
の
者
は
宇
宙
の
唯
一
の
支
配
者
で
あ

　
る
。
天
も
自
然
も
全
て
も
そ
れ
に
依
存
す
る
」
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
門
自

　
然
学
』
一
〇
。
．
紅
．
㎝
ふ
）

一
2
3
）
こ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
解
釈
し
て
、
マ
ッ
ク
ス
・
カ
ル
テ
ン
マ
ル
ク
が

　
適
切
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
輪
心
の
虚
無
に
集
中
し
て
い
る
輻

　
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
《
多
》
を
支
配
す
る
至
高
《
一
》
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
」
。

　
　
、
、
r
O
↓
昌
弩
α
↓
8
一
ω
竃
、
、
O
っ
け
竃
｛
O
ま
d
己
く
、
？
霧
ω
お
⑦
⑩
O
■
＄
　
以
上
の

　
例
一
准
南
子
『
主
術
訓
』
一
を
参
考
。

一
2
4
一
「
《
中
心
》
に
入
る
こ
と
に
よ
り
、
人
は
天
地
創
造
の
瞬
間
を
得
、
宇
宙

　
生
成
に
先
立
つ
無
時
間
を
体
験
す
る
」
。
エ
リ
ア
i
デ
、
、
箏
箒
凧
…
二
P

　
曽
o
。
　
「
し
か
し
宇
宙
を
、
創
造
さ
れ
た
世
界
を
超
越
す
る
こ
と
で
、
人
は

　
時
、
時
間
の
連
続
を
超
越
し
一
ス
タ
シ
ス
一
、
即
ち
時
間
の
な
い
《
永
遠

　
的
現
在
》
に
到
達
す
る
」
。
エ
リ
ア
ー
デ
、
一
昌
鷺
ω
．
：
、
P
轟

一
2
5
）
こ
れ
に
つ
い
て
エ
リ
ア
ー
デ
は
次
の
よ
う
に
明
言
し
て
い
る
。
「
ブ
ラ

　
フ
マ
ン
は
全
て
の
極
、
全
て
の
反
対
・
対
立
を
併
合
す
る
。
時
も
永
遠
も

　
同
じ
至
高
原
理
の
示
す
二
つ
の
様
相
で
あ
る
」
。
、
豪
錨
①
ω
…
、
O
、
塞
一
反
対

　
　
一
致
一
一
8
巨
〔
己
竃
慧
o
署
o
隼
o
『
罵
昌
一
と
い
う
用
語
を
始
め
て
用
い
た

　
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
サ
ヌ
ス
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
神
は
絶
対

　
的
最
大
そ
の
も
の
で
あ
る
。
対
立
が
生
じ
る
の
は
、
現
象
を
認
め
る
対
象

　
に
限
ら
れ
る
。
絶
対
的
最
大
は
全
て
の
対
立
を
も
越
え
る
も
の
で
あ
り
、

　
対
立
と
は
無
縁
で
あ
る
。
絶
対
的
最
大
は
無
限
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
最

　
大
は
最
小
と
一
致
す
る
。
■
但
し
、
こ
こ
で
私
が
述
べ
る
最
大
と
最
小
と
は

　
超
越
的
な
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。
」
、
一
∪
①
3
9
二
σ
・
昌
『
曽
3
、
一
H
。

　
㌣
㎝
）

一
⊆
～
冨
箏
¢
♂
ω
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
）
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